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はじめに 

 

 

苅田町産業観光調査・研究推進委員会 

委員長 中西 政文 

 

 

まずは平成 21 年度に続き、今年度も事業継続を認可していただいた麻生福岡県知事、また、

ご指導いただいた北九州中小企業振興事務所の皆さまにお礼を申し上げます。 

 

 

 

「塩」に着目した理由 

 

苅田町の近代産業の歴史において有名なのはセメント産業であり、第二次大戦時には軍需

産業、戦後しばらくは再びセメント産業で発展して参りました。 

その後、故・亀井福岡県知事、三原会頭(苅田商工会議所)の尽力により 1975 年に日産自動

車㈱九州工場が進出してきました。2005 年にはトヨタ自動車九州㈱苅田工場も進出し、自

動車産業の一大生産地として北部九州自動車生産 150 万台構想の中心地となっています。 

 

まちおこしとして新たな視点から「観光」にスポットを当て、調査研究を進めていくと、

産業を興した人物の考え方や思想、産業が発展した背景を知ること出来、今まで気づかな

かった事が判明いたします。 

 

例えば、苅田町には日立金属㈱がありますが、その前身は戸畑鋳物株式会社であり、創業

は北九州市の戸畑です。そしてその戸畑鋳物株式会社自動車部から発生したのが日産自動

車㈱です。 

 

創業者である鮎川義介氏は叔父に井上馨候を持ち、北部九州から事業を興して日本を代表

する日産コンツェルンをつくりあげました。その理念はそれまでの財閥とは違い、広く事

業を興し、人々に職を与え、日本国の源となる人材育成と新規事業開拓を行いました。 

 

この苅田町には鮎川氏が創業した戸畑鋳物株式会社の流れを汲む日立金属㈱と日産自動車

㈱があります。三菱マテリアル㈱、宇部興産㈱、麻生ラファージュセメント㈱の 3 社は、

産業廃棄物の最終処理と Co2 排出を抑制するのに多大な貢献をしております。また、トヨ
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タ自動車九州㈱は世界最先端のハイブリッドエンジンを作り、近くに部品生産を担う小倉

工場も併設されました。これらの大工場に電気を供給する九州電力㈱は苅田発電所を構え

ます。 

 

このように、調査研究する上で今まで見えなかったものが見え、知らなかったものが判明

して貴重な素材となり得ます。なぜ苅田町に製塩業が興り、どのような変遷を経てセメン

ト産業から軍需産業、そして自動車産業に発展してきたかの歴史的背景を調査する事は、

現在取り組んでいる「観光」を進めていく上で大変重要な意義があるものと思われます。 

 

「塩」というのは人間には必要不可欠な存在であり、昨今この塩や海水を利用した「タラ

ソテラピー」がリューマチ疾患、骨折などの治癒のサポート療法としてだけでなく、最近

では、予防医学的な心身両方のリラクゼーションの為に利用する人が増えており、高齢化

社会を迎える日本において脚光を浴びつつあります。 

 

海水を利用した製塩業、石灰岩を利用したセメント産業という、自然の素材を利用した産

業から、加工された部品の組み立てで高付加価値を生む自動車産業へと歴史的に変遷し、

今、環境というテーマから新たな展望を見出すには、産業の興隆した歴史的背景を調査研

究し、今ある産業、残された雄大な自然、環境への配慮、人間の生存に欠かせない「塩」

とを結び付けて「世界で初めて工業と自然と環境と健康がうまく融合した観光業」の立ち

上げには、是非とも今回の調査研究が必要であり、平成 22 年度の中心事業として位置付け

ます。 
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大正期の製塩作業の様子 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

町内に立地するセメント工場群は夜景のビュ

ースポットとなっています 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

2005 年 

トヨタ自動社九州㈱苅田工場建設の様子 

 

 

 

 

 

 

 

 

苅田港から日産自動車㈱の完成車を積み出す

RORO 船 
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第 1 回 苅田町産業観光調査・研究推進委員会 

日  時 平成 22 年 6 月 16 日(水)19 時 30 分 

場  所 苅田商工会議所 2 階会議室 

出 席 者 20 名 

 

 

事業概要説明 

事務局から、平成 22 年度の苅田町産業観光調査・研究推進委員会事業实施計画書の説明

が行われた。 

 

 

 

＜ 苅田町産業観光調査・研究推進委員会事業实施計画 ＞ 

 

苅田町に立地する日本を代表する企業(日産・トヨタ・三菱・麻生・宇部・九電・日立)の産

業の特性を観光資源として捉え直す。 

 

苅田町の観光スポットと観光ルートを「今ある自然と、発展していく産業」をキーワード

に検証していく中で、その位置付けは環境に配慮した新しい産業の構築と考えられる。自

然を守り、かつ産業を発展させるという矛盾を解消することが最も重要なポイントである。 

 

そのような中で、苅田町の観光スポットは国民的に知名度の高いスタジオ・ジブリ作品群

のイメージとだぶる場所が多く、それにより、人々にエコロジーと共に観光地を認識して

もらうことが最も有効的な観光ルート開発へ結びつくものと考えられる。そして、この調

査事業を検証するために、先進地視察としてモニュメントやアートキャラクターを用いた

観光事業を实施している神戸市の昨年度实施した。 

 

また、産業について調査研究を行っていく中で、苅田町の産業の発祥は製塩業から始まっ

たことが判明し、この歴史を観光資源に活用出来ないか更に調査研究を行い、塩を切り口

にした新たな観光テーマを掲げ、ソルトミュージアムやタラソテラピーなど、自然・人・

健康を結びつけた新たな観光の提案を行なう。それによりエコロジーでヘルシーな苅田町

のイメージが定着し、働く町から住みたくなる町へと生活環境の変化をも期待出来、観光

による流入人口の増加から、定着人口の増加へと繋がっていく。 
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实施事業 

1. 観光ルート及び観光資源の更なる調査研究 

2. 各企業等の観光資源のピックアップ 

3. 町内の歴史的遺跡や景観の良い場所、特産品収穫場所、公園等、観光ルートになり

うる場所のピックアップ 

4. 製塩業の歴史と近代産業から現代までの変遷を調査 

5. 塩と人間の関わりと健康についての調査 

6. 製塩業を営んでいる地域への調査視察 

7. 報告書の作成 

 

 

委員長選出 

苅田町産業観光調査・研究推進委員会設置規定に基づき、平成 22 年度委員長選出を出席

者に諮ったところ、「継続事業でもあり、昨年度に続いて中西氏に委員長就任をお願いし

たい。」との意見が出され、この意見について出席者全員に再度諮ったところ、全員一致

で賛成となった。 

事務局から中西政文氏に平成 22 年度委員長就任を依頼したところ快諾を得た。 

 

 

今後の事業の進め方等について委員に意見を求めた所、次のような意見が出た。 

¶ 中西委員長から 7 月に沖縄視察を行なう予定であることが報告された。費用について

は全額苅田商工会議所が負担する。 

¶ 塩に関わるものを視察する。 

¶ それを苅田の歴史と関連させて産業観光に役立てることが出来ないか研究していく。 

¶ この委員会は 3 年計画で行なわれており、今年度までの 2 年で調査研究、来年度で結

果を出さなければならない。 
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第 2 回 苅田町産業観光調査・研究推進委員会 

日 時 平成 22 年 7 月 3 日(土)～4 日(日) 

場 所 沖縄県 

出 席 者 10 名 

 

 

沖縄視察第 1 日目 塩に関わる調査・研究 

 

①㈱ぬちまーす 製造現場視察及び高安社長講演 

沖縄県に到着して、まず向かったのはミネラル含有量が世界一として有名な塩「ぬちま

ーす」を製造している株式会社ぬちまーすでした。 

ここでは代表取締役であり、特殊な製塩法を開発した研究者でもある高安正勝社長から

講演をいただき、その後、製塩工場の視察を行いました。 

 

 

 

＜ 高安正勝氏講演要旨 ＞ 

 

¶ ぬち＝命、まーす＝塩。ぬちまーすとは「命の塩」という意味で命名した。 

¶ 原料は沖縄県本島の中部、勝連半島から海中道路を渡った先の宮城島の太平洋側から汲

み上げている。 

¶ 汲み上げた原料を高安社長自らが考案した「常温瞬間空中結晶製塩法」により、海水の

中に含まれるミネラルを失うことなく製造している。 

¶ 沖縄近海の海にミネラルが豊富に含まれているのは、台風によるものではないかと推測

される。 

¶ ミネラルは人の健康に大変重要な役割を果たしており、また、塩は生きていくのに欠か

すことは出来ない。 

¶ ここ数年は経営も軌道に乗ってきたが、それまでは大変な苦労をした。それでも製塩業

にこだわり続けたのは人の役に立ちたいという思いから。 
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高安社長講演 

 

 

 

製塩施設の見学 

 

 

株式会社ぬちまーす 

 

 

製塩作業 

 

 

検品作業 

 

製塩工場併設の販売所 

 

 

※株式会社ぬちまーす 

住  所 沖縄県うるま市与那城宮城 2768 

電話番号 098-983-1140 
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②Gala 青い海 製塩施設見学及び塩づくり体験 

次に向かったのが、「Gala 青い海」です。 

沖縄本島中部の読谷村西海岸沿いにあり、中には世界遺産の座喜味城跡や読谷山花織や

絞り染めを展示販売している伝統工芸センターなどがあります。今回の視察ではテーマ

に合せて塩づくり体験を实施しました。 

 

 

製造過程の見学 

 

 

 

製塩施設 

 

塩づくり体験 

 

塩づくり体験 

 

 

※Gala 青い海 

住  所 沖縄県中頭郡読谷村字高志保 915 

電話番号 098-958-3940 
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沖縄視察第 2 日目 観光に関わる調査・研究 

 

①道の駅許田(きょだ) やんばる物産センター 

  住所 沖縄県名護市字許田 17-1 

 

朝早い時間にもかかわらず駐車場はほぼ満車となっていました。 

事前の予想ではほとんどが観光実と思っていましたが、車のナンバーを見ると地元の方々

の利用もかなり多いことが判明しました。 

 

 

物販センターと道を挟んで道路情報ターミナルが併設されており、休憩や道路情報を得る

ことが出来ます。 

トイレは大きく、清潔に保たれていました。 

 



10 
 

 

58 号線沿いに位置し、かなりの集実力があります。大きな看板などが道沿いに多数立てら

れているのかと思っていましたが、景観を壊すほどの数はありませんでした。 

 

 

②おんなの駅 なかゆくい市場  

  住所 沖縄県国頭郡恩納村字仲泊 1656-9 

 

こちらの道の駅は物販施設が充实しており、中はかなりの人で混雑していました。地元の

青果物やお土産物が販売の中心となっています。 
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駐車スペースはかなり用意されていましたが、お昼時に到着したこともあり、それでも足

りていないように見受けられました。食事は地元の魚介類をその場で調理して食べさせて

くれるものが人気となっていました。 

 

 

③道の駅かでな 

  住所 沖縄県嘉手納町字屋良 1026-3 

 

この道の駅は今まで巡ったものとは尐し趣が違い、鉄筋コンクリートの 4 階建てビルがあ

り、中にレストランやお土産品の売店がありました。 

目の前に嘉手納基地の広大な敷地が広がっており、アメリカ軍航空機の離発着を間近で見

られるのが売りとなっています。当日はアメリカの建国記念日であったため、残念ながら

見ることが出来ませんでした。 
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ビルの屋上から嘉手納基地を望んだ様子です。芝生に囲まれた滑走路から飛び立っていき

ます。コンクリートの高い屏に囲まれていました。 
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＜ 沖縄視察感想 ＞ 

 

苅田町産業観光調査・研究推進委員会 

高橋 功吉 

 

7 月 3 日から 4 日にかけて、総勢 10 名で沖縄県の視察へ行って参りました。今回の視察の

目的は、本年度の大きな柱のひとつなっている「塩」について学ぶことと、観光先進地で

ある沖縄県を視察して観光や商業の振興に活かせそうな事例を探すことです。 

 

「苅田で塩？」と不思議に思われる方もいるかもしれませんが、昔、苅田では製塩が行な

われていました。現在、当委員会では塩を産業や観光に利用出来ないか調査・研究を行っ

ております。 

 

当日は苅田商工会議所に集合して福岡空港へ向かいました。以前は北九州空港からも那覇

便があったのですが、残念なことに廃止となってしまいました。 

 

沖縄に着くとまず驚いたのは暑さです。沖縄が暑いのは重々承知していたのですが、予想

を上回る暑さで、日陰にいようが、どこにいようが構わず熱気が押し寄せてきます。現地

の方も「今日は特に暑いね。」とおっしゃっていました。 

 

一日目は塩を中心に勉強するということで、㈱ぬちまーすと Gala 青い海にお邪魔しました。

㈱ぬちまーすでは代表取締役の高安正勝様から、塩の製法や特徴、また、なぜ製塩業に携

わろうと思ったかなどの貴重な話を聞く事が出来ました。 

 

「Gala 青い海」では塩作りを体験しました。塩水をかき混ぜながら七輪で加熱するのです

が、沖縄の暑さと七輪の熱さで皆汗だくなってしまいました。しかし、だんだん塩になっ

ていく様子はとても興味深く、皆真剣に取り組んでいました。 

 

二日目は主に道の駅を視察しました。三つの駅を視察しましたが、どこも通常のお土産物

の他にも地元で採れた野菜・果物・魚介が売られて特色ある品揃えとなっておりました。

そのため観光実も多いのですが、地元の人の利用も多く、とても活気がありました。 

 

今回の沖縄視察は 2 日間という短いものでしたが、とても中身の濃い充实したものになり

ましたので、これからの活動に反映させていきたいと思います。 
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＜ 視察地図 ＞ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

㈱ぬちまーす 

「道の駅」許田 

 やんばる物産センタ

ー 

Ｇａｌａ青い

海 

なかゆくい市

場 おんなの

駅 

みちの駅かでな 
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第 3 回 苅田町産業観光調査・研究推進委員会 

日 時 平成 22 年 8 月 3 日(火) 13:00~ 

場 所 苅田商工会議所 2 階会議室 

出 席 者 21 名 

 

 

①沖縄視察報告 

 

 

高橋委員、杉坂委員より、7 月 3～4 日に实施された沖縄視察の報告が行われました。 

(内容については第 2 回苅田町産業観光調査研究推進委員会参照) 
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②講演会 

 

講演会に先立って、高津氏とともに日産自動車㈱九州工場と日立金属㈱鋳物館を視察し、

観光資源としての可能性を探りました。(写真は日立金属㈱鋳物館) 

 

 

 

講演会概要 

演 題 クール・ジャパンの MIYAKO(仮称)プロジェクト構想 

苅田町の未来へのご提案のひとつとして 

講 師 高津晴彦 

高津事務所所長 

早稲田大学ＷＢＳ研究センター主任特別研究員 

 

 

 

＜ ま と め ＞ 

 

高津講師から当委員会が以前から検討を重ねている新しい「産業観光」の形について、ア

ニメと観光を絡めるだけでなく、加えて雇用を創出するような大きな仕掛け作りをしては

どうかと提案がありました。 

 

当委員会では町内に点在する観光資源を線としてとり扱えるようにするため、世界的に有

名なアニメスタジオの生み出したキャラクターや世界観を各地点に当てはめ、観光ルート

のひとつとして構築出来ないか調査・研究を行ってきました。また、麻生総理大臣の時に



17 
 

クールジャパン構想が提唱され、国内で製作されているアニメーション、ゲームを世界的

にアピールして新たな産業に育てていくための仕組み作りが行われ、これを利用出来ない

か検討を重ねていました。 

 

アメリカにあるルーカススタジオやピクサースタジオでは映画を作るだけにとどまらず、

見学に訪れると映画の雰囲気を味わえる仕掛け作りがなされており、これにより産業と雇

用、加えて観光も兼ねる一石三鳥の効果を発揮しています。 

 

苅田町は長年に亘り地方交付税不交付団体として裕福な財政を維持しています。にもかか

わらず定住人口がなかなか増加しない状態が続いており、原因としては大都市に挟まれた

立地や地形的なものが考えられます。しかし、新たな産業を興すことにより今までにない

形での人の流入が起こる可能性が発生し、その候補の一つとしてアニメーションスタジオ

があり、その技術は日本が世界最先端であることから、国内だけではなく海外からの移住

も大いに期待が持てます。 

 

今回は例としてアニメーションスタジオが提案されましたが、もっと苅田町の風土や文化

に合った産業があるかもしれないため、産業の選定は今後の最重要検討課題となります。

また、この構想を实現するためには苅田町、福岡県、国の援助なしには成立しえないため、

どのように助力をあおぐかも検討課題となります。 
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挨拶をする中西委員長 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

高津講師からはパワーポインを使った分か

りやすい講演が行われました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

質疑応答は適宜行われ、高津講師から全てに

返答がなされました。 
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＜ 講演資料 ＞ 
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第 4 回 苅田町産業観光調査・研究推進委員会 

日 時 平成 22 年 2 月 25 日(金) 18:00~ 

場 所 スカイホテル苅田 

出 席 者 16 名 

 

 

講演会概要 

演 題 塩と健康 

講 師 磯部敏弘 

サラ・クリニコス代表 

ボディ心理セラピスト協会会長 

麻布小顔・美顔アカデミー主催 

 

 

 

＜ ま と め ＞ 

 

本年度の当委員会の活動で大きなウェイトを占める塩を使ったまちおこしについて、また、

世界中を旅して回った後、㈱リクルートに在籍して「じゃらん」などの数々の観光雑誌を

創刊・編集された経験から、観光についても講演をいただきました。 

 

塩は人間が生きていく上で不可欠な要素であることは周知の事实ですが、過剰に摂取する

と心臓疾患などの弊害も出てきます。塩をメインに据えたまちおこしを实施する場合、塩

と健康の関係について避けて通ることは出来ない問題です。 

 

日本は世界一の塩輸入国で、その 85%を海外に頼っています。そのほとんどは工業用とし

て使用され、苛性ソーダにして紙やアルミホイルの製造、塩素にして水道水の消毒やガラ

スの製造に使われています。一方食用としての塩は 100%国内で自給出来ています。 

 

塩の種類としては以下の 4 つに大きく分けられます。 

煎熬塩・・・ 海水を煮詰めて作った塩で、日本はほとんどこれになります。 

天日塩・・・ 海水を天日で干して作られる塩です。オーストラリなどで主流な製造

法で、これを輸入しています。 

湖 塩・・・ 死海など非常に塩分の濃い湖などから作られる塩です。 

岩 塩・・・ 塩の塊。世界の塩の 2/3 はこれになります。 
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日本には岩塩、湖塩が無く、湿度が高い上に平地が狭いので天日塩が作りにくく、煎熬塩

という一番手間のかかる方法に頼らざるをえませんでした。 

 

縄文時代は灰塩という海藻を燃やして出来るものを摂取していました。奈良時代になると

塩田を使った塩づくりにシフトし、昭和まで技術革新を繰り返しながら主流となっていま

した。昭和 47 年からはイオン膜方式という方法に代わり、これは海水を塩分と真水に分け

る働きがあるので、水不足に悩む地域では製塩だけでなく、真水を取る技術としても使わ

れています。 

 

塩とまちおこしを絡めた例としてはご当地塩という方法が多く見られます。沖縄県に多く、

昔風に海水を煮詰めて出来た塩を、現地の自然や物語と関連付けて販売する手法です。天

然、ミネラル豊富などが売り文句であることが多いです。しかしながら天然であることや

ミネラル豊富な塩が本当に体にいいのかは未だ検証出来ていないとのことです。有名な料

理店などで料理に調味料として使ってもらうことでブランド化している例もあります。 

 

もうひとつの手法としてはタラソテラピーとして美容や健康にアピールする方法もありま

す。特に女性に人気があるようです。海泥を使って心身をリフレッシュさせ、ストレス発

散やダイエット効果があると言われています。三重県や千葉県に有名な施設があります。 

 

温泉浴もある意味では塩浴として捉えることも出来、そして日本は世界でも有数の温泉に

恵まれた国です。「病は冷えからおこり、温めれば治る」と言われているように、温泉に入

ると血流が良くなり、精神的にもリフレッシュ出来ます。また、塩には美肌効果もあると

言われています。これは正確には塩を肌に塗ることで余分な脂が対外へ出ていく効果なの

ですが、塩はアレルギーが非常に尐ないため、老若男女問わず使えるのが強みとなります。 

 

 

磯部講師 

 

受講の様子 
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第 5 回 苅田町産業観光調査・研究推進委員会 

日 時 平成 22 年 3 月 5 日(土) 15:30~ 

場 所 スカイホテル苅田 

出 席 者 20 名 

 

講演会概要 

演 題 地域活性化のヒント 

講 師 西村 晃 

経済評論家 

コンサルティング・エース代表 

 

 

 

＜ ま と め ＞ 

 

マーケティングの専門家である西村講師から、産業観光を多角的な視点で分析してもらい、

成功につなげるためのアイデア作りについて講演をいただきました。 

 

集実のポイントとなるのはやはり人の力です。長崎県のハウステンボスが残念なことに閉

鎖され、現在は HIS が再建に乗り出しています。一方、ディズニーランドは相変わらず盛

況です。この差は何なのかと考えると、やはりソフトとしての人の力だと言わざるをえま

せん。ディズニーランドでは毎月のように違うパレードやイベントが行われ、そのために

アルバイトから正社員まで厳しく教育が行われています。 

 

九州新幹線開通や東北新幹線開通と交通網は進化を続けていますが、そのほとんどの場合

において、その便利さとは「出ていくのに便利」なのであり、「来るのに便利」なのではあ

りません。開通から一年くらいは目新しさもあり、昇りも下りも同じ程度の人数かもしれ

ませんが、2 年目以降になると下る人はかなり減るはずです。人はより大きい町へ昇って行

きます。その方が品揃え良く、選択肢が増えるからです。苅田の人は小倉に買い物に行き

ますが、小倉の人は苅田に買い物には来ません。 
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東北新幹線はやぶさ 

 

人間には昇り思考があり、これを克服しない限り観光は成り立ちません。「いかに下らせる

か」これが観光のソフト作りです。観光とは人口の多い地域から尐ない地域へ人を呼ぶこ

とであり、そこには 3 つの重要な要素が考えられます。 

I. B 級グルメ、オリジナリティ 

II. 祭りなどのイベント 

III. 情報発信 

 

「なぜ A 級グルメじゃないのか？」それは A 級の高い食材では、その店を地域の人口で支

えることが出来ないからです。「安く、しかもそこでしか手に入らないものを提供する」、

これが地元でお金を使ってもらう方法です。来てくれた人達を楽しくさせる仕掛け作り、

話題作り、物語作りが必要となります。 

 

見て回る場所が点として存在していては訪れてくれませんし、仮にたまたま訪れたとして

も二度目はありません。観光は「線」として、もっと進化して「面」で考えないといけま

せん。時間をもてあますような動線でなく、ましてや観光資源が点在するような状況では

集実は見込めません。 

 

観光施設としてハードは立派であるにこしたことはありませんが、しかしいくらハードが

立派でもソフトが貧弱では楽しくありません。そして人を楽しくさせるのは人の作ったア

イデアです。 

 

旭山動物園というのが頻繁にテレビなどで紹介されます。寂れていた動物園に現在は年間

300 万人が訪れるようになりました。理由は動物の「行動展示」という新たなソフトを提
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供しているからです。猿にエサを追わせたり、間近でライオンがエサを食べる様子を見せ

たり、ペンギンの行進を観実の間で行わせたりと、今までには無い動物の見せ方で集実し

ています。 

 

 

 

ペンギンの行進 

 

情報発信の重要性は北九州市を見ているとよく分かります。末吉市長の頃、職員を減らし

ていく中で唯一増員されたのが広報関係の部署です。100 人規模の大きな部署にして、そ

の半分を広告代理店の㈱電通に研修に出し、シナリオの書き方や演出の仕方を学ばせまし

た。その職員達の努力により映画やドラマなど、はてはカラオケで流される歌詞の映像に

まで度々北九州市を登場させ、フィルムコミッション事業として成功を収めました。同時

に門司港レトロの開発も進め、同様の手法でアピールして今の盛況があるわけです。 

 

 

 

門司港レトロ地区 
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全国に 1 万 8 千ほど商店街がありますが、生き残っている商店街は門前町であることが多

いことが分かります。門前町の特徴として、景観に統一感がある、商品にオリジナリティ

があるなどが挙げられます。大宰府の梅が枝餅、浅草の雷おこしなどです。また、歴史も

あるので祭りにも有名なものが多く残っています。そして特徴的なのが街の作りです。門

前町の商店街は必ず往復するようになっています。これにより、目的のお参りを果たした

実が帰り道で食べ物やお土産を買う流れが出来あがるのです。 

 

「～と言われている」というのも一つの手です。撫でると病気が治るお地蔵さん、体の痛

い場所と同じところを触ると痛みが取れる仏像など、伝説や言い伝えのようなもので集実

出来ることもあります。苅田町には「神の島(こうのしま)」と呼ばれる島があります。聞く

と白蛇伝説があり、鳥居と神社もあるとのことで、何か仕掛けを結びつけて話題を作り、

それを発信していくのも一つの手となります。 

 

 

 

苅田沖の神の島 
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西村講師 

 

受講の様子 

 

 

 

 

講演の様子 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



27 
 

＜ 神の島・白蛇伝説 ＞ 

 

周防の海に浮く無人島。苅田沖の波間の向こうに周囲千二百メートルの神の島が見える。 

そこには一匹の白蛇が棲んでいたという。 

 
昔、苅田の浜に働き者で心根の優しい漁師がいた。体が小さいために誰からも相手にされ

ないことを除けば立派な漁師だった。 

年頃になっても嫁のない彼は、ひとり浜辺で遊ぶことと小鳥や虫たち、小川の魚たちが、

心やすまる仲間であった。 

 

ある日、いつものように浜辺を散策していると、数人の子どもが一匹の白蛇を取り囲み棒

切れで痛めつけていた。 

白蛇は血を砂ににじませ、すでに息も絶え絶えになっていた。 

彼は｢いたずらに生き物を殺してはいけない｣と子ども達を諭して蛇を浜の松原へ逃がして

やった。 

 
何日か後のこと、網元が急に今から漁に行けという。 

空はどんよりと曇り、いまにも嵐がきそうな天候なのに。 

網元に逆らうことのできない彼は、仲間とともに不承ぶしよう船を出し、暗くなっていく

沖へと漕いでいった。 

 

どれほどの時間が経っただろうか、冷たい凪が吹き荒れ、大きな雨粒が船を叩きはじめる

と、あっという間に波のうねりが船を覆った。 

みんなは荒れ狂う海に放り投げられてしまった。 

 
浜辺に寄せる静かな波の音が彼を目覚めさせた。 

無人の神の島の砂浜に打ちあげられていた彼が船の仲間が荒海に呑まれたことを知るのに

時間はかからなかった。 

 
浜辺にぽつんと佇む彼のそばで小鳥が跳ね、千蟹が砂をけって寄せる波へ向かう姿がある

のみだった。 

遠く苅田の山なみを見るのだが帰る道はない。彼は茫然とたち疎んでいた。 

 
すると彼を呼ぶ声が森の中から聞こえる。 

ふりかえるとあの白蛇が呼んでいるのだった。 

 
蛇は｢わたしのあとについてきて｣と海に向かった。 

 
蛇の這うあとを行くと急に潮が引き、神の島から苅田の浜へ細い道が海原にできあがった。 

彼は、その海の小径を歩いて、無事わが家へ帰ることができた。 

村では彼が生きて帰ったことを大変喜び、福を持った男だと慕うまでになった。 

 

その後、心優しい彼は子宝に恵まれた幸せな家庭を築いたという。 

 

 
 

 (文･光畑) 『ものがたり京築』(葦書房) 
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苅田町産業観光調査・研究推進委員会 

平成 22 年度活動の総括 
 

 

平成 22 年度は主に塩をテーマにした観光の調査・研究と、かねてより实施していた苅田町

の産業や観光資源を利用した産業観光の調査・研究の二本の柱を軸に活動してきました。 

 

まず、塩をテーマにした観光の調査・研究については 7 月に实施した塩と観光の先進地で

ある沖縄県視察、専門家を招いての講演会により、まちおこしの要素として充分成立しえ

るということが判明しました。 

 

ただし、それには恵まれた自然と、町内から原料を調達した塩をブランド化することが必

要になるのではないかと推測され、加えて、生産した塩やそれに関連するグッズを販売す

る施設、例を挙げると「道の駅」のような集実施設も必要となります。 

 

子供の頃から町内に住む我々は、山と海に面する我が町は自然に恵まれていると知ってお

りますが、同時に苅田町のイメージが工場地帯として定着していることも事实です。むし

ろ一般的にはこちらの方が浸透しているのではないでしょうか。 

 

世界的にエコロジーが叫ばれる中、町内に立地する各企業も産業廃棄物の処理に莫大な費

用をかけ、公害の原因になるような物質はきちんと処理されています。逆に産業廃棄物を

燃料として受け入れ、エコロジーに寄与している企業もあります。 

一時期問題となった遺棄化学弾に関しても、国土交通省、防衛省により入念に調査されて

無害化処理されています。しかし、これらの点が一般的に認識されているかという点に関

してはやや疑問が残ります。 

 

次年度以降の調査・研究ではブランド化された塩の生産、集実の見込める施設の 2 つの要

素と、苅田町が一般的に持たれているマイナスイメージをどのように払拭していくのか、

この 3 点を同時進行していかなければなりません。 

 

太古の昔から人々が暮らしていた苅田町は、古墳などの歴史的遺産の他にビューポイント

や最近注目されているパワーポイントなどの観光資源が多数あります。しかしながら、行

政が観光に力を入れ始めたのが最近であり、インフラが整備されていないため、資源が資

源のまま眠っているのが現状です。 

 

当委員会は 2 年に亘りこの観光資源をどのようにして生かすのかを調査・研究を行ってき
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ました。現在の観光にルート設定は欠かすことは出来ません。町内に点在する観光資源を

ルートで結び、そして観光実が町内で購買行動を起こすような仕組み作りをしなければな

りません。ただ「見て帰る」だけでは観光を軸にしたまちおこしには繋がらないと考えま

す。 

 

今まで検討してきた項目に雇用という新たな視点を加え、もう一段階進歩させた形での産

業観光を次年度以降は調査・研究していく予定です。新たな産業を興すということは、経

済的なリスクを回避する上でも大変有効な手段です。現在の世界経済は密接につながって

おり、世界各国で何らかの問題が起これば、それはすぐに苅田町の経済にも波及してきま

す。例として挙げると 2008 年に起こったリーマンショックなどです。 

 

苅田町は北九州空港・東九州自動車道・苅田港という陸海空のインフラが整備され、自然

災害も尐ないという好条件が整っています。水不足という問題はありますが近隣市町村と

の協力により解決に向かっています。町内にはセメント大手、自動車大手の企業があり、

長年に亘って苅田町のみならず北部九州の経済的発展をリードしてきました。今後もそれ

は変わらないと思われますが、もう一つ産業を興し、ルーカススタジオやピクサースタジ

オのような、観光資源としても利用出来る産業とは何かを研究し続けていく予定です。 

 

また、もう一つの手法として、人が興味を魅かれるような仕掛けや話題を作り、それをテ

レビやインターネットなどのメディアを利用して積極的に発信することにより、観光を成

り立たせる手法もあることが分かりました。他ではなかなか見ることが出来ない珍しいイ

ベント、地元の神社・仏閣・遺跡の伝説など、オリジナリティをもたせたソフトをアピー

ルすることにより集実が起こる例が国内には多数あることが分かりました。これにご当地 B

級グルメを加えると更に集実が見込めます。 

 

町内を見て回ると宇原神社や等覚寺の松会など、歴史的に非常に価値のあるコンテンツが

多数あります。これらに物語や仕掛けを結びつけ、それを情報発信することにより集実が

出来る可能性が高いことが分かりました。今後は具体的なアイデアを集約して实現の方法

を探っていくことになります。 

 

現在、日本は長期に亘る不況に喘ぎ、企業だけでなく地方自治体も苦しんでいます。その

ような中で、外部から一時的にでも人を呼び込める観光は地方が生き残っていくのに有効

な手段として各地で様々な努力が行われています。苅田町も大企業が多数立地しているか

らと漫然としていては取り残されていきます。当委員会では今の状況に満足することなく、

これからも様々な分野の調査・研究を行って提案・提言をしていきたいと思います。 
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分析結果 

 

分析依頼先 財団法人塩事業センター海水総合研究所 

〒256-0816 神奈川県小田原市酒匂 4-13-20 

分析方法 主成分検査 

 

加 熱 減 量 600℃加熱法 

不 溶 解 分 ガラス繊維ろ紙方式 

塩 化 物 イ オ ン 硝酸銀滴定法 

硫 酸 イ オ ン イオンクロマトグラフ法 

カ ル シ ウ ム キレート滴定法 

マ グ ネ シ ウ ム キレート滴定法 

カ リ ウ ム フレーム光度法 

ナトリウム・塩化ナトリウム  結合計算法 
 

 

 

①苅田沖の海水から作った塩の測定結果 

※塩は海水を煮詰める方法で精製 

主成分 測定結果(g/100g) 

加 熱 減 量 11.53 

不 溶 解 分 0.25 

塩 化 物 イ オ ン ( C I ) 48.95 

硫 酸 イ オ ン ( S O 4 ) 5.62 

カ ル シ ウ ム ( C a ) 0.89 

マ グ ネ シ ウ ム ( M g ) 2.69 

カ リ ウ ム ( K ) 0.82 

ナ ト リ ウ ム ( N a ) 27.85 

総 計 98.60 

塩化ナトリウム(NaCI) 70.79 
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②サンプル 9 種類の測定結果 

※一般向けに販売されている塩製品 9 種類 

A 北海道産(食用) 

B 富山県産(食用) 

C 長崎県産(食用) 

D 福岡県産(食用) 

E 熊本県産(食用) 

F 沖縄県産(食用) 

G 東京都産(食用) 

H イスラエル産(塩浴向け) 

I ハワイ産(食用・塩浴向け) 

 

 

 A B C 

主成分 測定結果(g/100g) 測定結果(g/100g) 測定結果(g/100g) 

加 熱 減 量 1.48 2.13 7.22 

不 溶 解 分 0.018 0.004 0.008 

塩 化 物 イ オ ン ( C I ) 58.59 59.00 55.51 

硫 酸 イ オ ン ( S O 4 ) 1.48 0.47 1.05 

カ ル シ ウ ム ( C a ) 0.30 0.10 0.13 

マ グ ネ シ ウ ム ( M g ) 0.43 0.14 0.37 

カ リ ウ ム ( K ) 0.14 0.063 0.12 

ナ ト リ ウ ム ( N a ) 37.47 38.07 35.58 

総 計 99.91 99.98 99.99 

塩化ナトリウム(NaCI) 95.24 96.78 90.45 
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 D E F 

主成分 測定結果(g/100g) 測定結果(g/100g) 測定結果(g/100g) 

加 熱 減 量 1.83 2.99 3.17 

不 溶 解 分 0.009 0.004 0.33 

塩 化 物 イ オ ン ( C I ) 58.67 58.34 53.12 

硫 酸 イ オ ン ( S O 4 ) 1.16 0.75 6.04 

カ ル シ ウ ム ( C a ) 0.25 0.13 0.57 

マ グ ネ シ ウ ム ( M g ) 0.30 0.32 3.42 

カ リ ウ ム ( K ) 0.11 0.11 1.01 

ナ ト リ ウ ム ( N a ) 37.68 37.38 29.63 

総 計 100.01 100.02 97.29 

塩化ナトリウム(NaCI) 95.79 95.01 75.32 

 

 

 G H I 

主成分 測定結果(g/100g) 測定結果(g/100g) 測定結果(g/100g) 

加 熱 減 量 6.61 0.68 0.069 

不 溶 解 分 0.008 0.009 0.004 

塩 化 物 イ オ ン ( C I ) 55.21 60.22 60.53 

硫 酸 イ オ ン ( S O 4 ) 1.75 0.024 0.096 

カ ル シ ウ ム ( C a ) 0.50 0.015 0.040 

マ グ ネ シ ウ ム ( M g ) 0.43 0.0062 0.0043 

カ リ ウ ム ( K ) 0.13 0.027 0.0081 

ナ ト リ ウ ム ( N a ) 35.18 39.02 39.24 

総 計 99.82 100 99.99 

塩化ナトリウム(NaCI) 89.43 99.19 99.75 
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③サンプル 9 種類の最小値／最大値と苅田沖の値 

主成分 
サンプル 

最小値 
苅田沖 

サンプル 

最大値 

加 熱 減 量 0.68 11.53 7.22 

不 溶 解 分 0.004 0.25 0.33 

塩 化 物 イ オ ン ( C I ) 53.12 48.95 60.53 

硫 酸 イ オ ン ( S O 4 ) 0.024 5.62 1.48 

カ ル シ ウ ム ( C a ) 0.015 0.89 0.57 

マ グ ネ シ ウ ム ( M g ) 0.0043 2.69 3.42 

カ リ ウ ム ( K ) 0.027 0.82 1.01 

ナ ト リ ウ ム ( N a ) 29.63 27.85 39.24 

総 計 97.29 98.60 100.02 

塩化ナトリウム(NaCI) 75.32 70.79 99.75 

 

 

サンプル 9 種類については一般消費者向けに国内生産、もしくは輸入されている塩製品を

取寄せて分析した結果なので、食用・塩浴などに使用できる基準をクリアしていると推測

されます。 

 

苅田沖で採取した海水から精製した塩の値については、サンプル 9 種類の最小値／最大値

の範囲でおさまっているものそうでないものがあり、原因究明と対策が必要になります。 

 

次年度以降は採取場所の選定、精製法の選定、用途の選定などを検討し、「どの購買層に向

けて」「どのように使用してもらうのか」を策定していかなければなりません。また、含ま

れている各成分の効果や適正な値などについて、更に詳しく調査する必要があり、今後も

分析を依頼した財団法人塩事業センターに問い合わせる必要があります。 
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